
JP 2009-538939 A5 2010.3.4

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年3月4日(2010.3.4)

【公表番号】特表2009-538939(P2009-538939A)
【公表日】平成21年11月12日(2009.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-045
【出願番号】特願2009-512427(P2009-512427)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/07     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  17/10     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/00    　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/08    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/07    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  17/10    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  15/08    １０４　

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月15日(2010.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）少なくとも１種のホスホン酸ジエステルおよび／または少なくとも１種のジホス
ホン酸ジエステルと、
　（Ｂ）少なくとも２個の縮合性シラン基を含む少なくとも１種の化合物と
を含む硬化性混合物（Ａ／Ｂ）の、付着媒介剤としての使用。
【請求項２】
　前記付着媒介剤が、少なくとも１つの基材、少なくとも１つのコーティング、少なくと
も１つの接着層、および少なくとも１枚のシートを含む積層物に使用される、請求項１に
記載の使用。
【請求項３】
　前記付着媒介剤が前記少なくとも１つのコーティング中にある、請求項２に記載の使用
。
【請求項４】
　前記接着層がその表面にある前記コーティング中に前記付着媒介剤がある、請求項３に
記載の使用。
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【請求項５】
　前記シートが、平面、実質的に平面、および三次元形状の光透過性成形品よりなる群か
ら選択される、請求項１から４までのいずれか１項に記載の使用。
【請求項６】
　前記ホスホン酸ジエステルおよび前記ジホスホン酸ジエステル（Ａ）が、非環状ホスホ
ン酸ジエステル、環状ホスホン酸ジエステル、非環状ジホスホン酸ジエステル、環状ジホ
スホン酸ジエステル、および環状－非環状ジホスホン酸ジエステルよりなる群から選択さ
れる、請求項１から５までのいずれか１項に記載の使用。
【請求項７】
　前記化合物（Ｂ）の縮合性シラン基が、次の一般式Ｖ：
　　　－ＳｉＲ5

mＲ
6
3-m　　　（Ｖ）

［式中、指標および変数の定義は以下のとおりである：
ｍは１～３の整数であり；
Ｒ5は一価の縮合性原子または一価の縮合性有機基であり；
Ｒ6は一価の不活性有機基である］を有する、請求項１から６までのいずれか１項に記載
の使用。
【請求項８】
　　前記化合物（Ｂ）が、
（ａ）第１選択肢において、次の一般式ＩＸ：
　　　Ｒ9（Ｎ＝Ｃ＝Ｒ8）q　　　（ＩＸ）
［式中、指標ｑは、１～１０の整数であり、変数Ｒ9は、少なくとも一価の不活性有機基
であり、Ｒ8は酸素原子または硫黄原子である］を有する少なくとも１種の化合物を、次
の一般式Ｘ：
　　　Ｈ－Ｒ12［－Ｒ13］n［－Ｒ14（－Ｒ15）o］p　　　（Ｘ）
［式中、ｎは、０または１であり；
ｏは、１、２または３であり；
ｐは、１または２であり；
ただし、ｑ＝１の場合にはｏ＝２または３および／またはｐ＝２であることを条件とし；
Ｒ9＝一価有機基である場合にはｏ＝２または３および／またはｐ＝２であることを条件
とし、；
Ｒ12は、二価の結合原子Ｒ7および三価の窒素原子－Ｎ＜および－Ｎ＝［式中、「＝」は
二重結合を表す］よりなる群から選択される二価または三価の原子であるか；あるいは
　－ＮＨ－、－Ｎ（－Ｒ6）－　－ＮＨ－Ｃ（＝Ｒ8）－、－ＮＨ［－Ｃ（＝Ｒ8）－］2、
－ＮＨ－Ｃ（＝Ｒ8）－ＮＨ－、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｒ8）－Ｒ7－、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｒ8）－Ｎ
Ｈ－Ｃ（＝Ｒ8）－Ｒ7－、－Ｒ7－Ｎ＝、－Ｒ7－ＮＨ－Ｃ（＝Ｒ8）－、および－ＮＨ－
Ｃ（＝Ｒ8）－ＮＨ－Ｎ＝Ｃ＜［式中、「＝Ｒ8」、Ｒ7、およびＲ6は上に定義したとおり
である］よりなる群から選択された二価または三価の結合官能基であり；
Ｒ13は、一価の不活性有機基Ｒ6であるか、または次の一般式ＶＩＩＩ：
　　　－Ｒ14（－Ｒ15）o　　　（ＶＩＩＩ）
［式中、指標ｏは上に定義したとおりであり、Ｒ14基およびＲ15基は以下に定義されてい
るとおりである］を有する基であり；
Ｒ14は、少なくとも二価の不活性有機基であり；さらに
Ｒ15は、前記一般式Ｖのシラン基である］を有する少なくとも１種の化合物と反応させる
か、あるいは
（ｂ）第２選択肢において、次の一般式ＸＩ：
　　　Ｒ9（－Ｒ12－Ｈ）q　　　（ＸＩ）
［式中、指標および変数は上に定義したとおりである］を有する少なくとも１種の化合物
を、次の一般式ＸＩＩ：
　　　Ｒ8＝Ｃ＝Ｎ－Ｒ14（－Ｒ15）o　　　（ＸＩＩ）
［式中、指標および変数は上に定義したとおりである］を有する少なくとも１種の化合物
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と反応させることによって製造される、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　請求項１または６から８までのいずれか１項に記載の前記硬化性混合物（Ａ／Ｂ）を用
いて製造可能な、請求項２から５までのいずれか１項に記載の積層物。
【請求項１０】
　（Ｉ）請求項１または６から８までのいずれか１項に記載の硬化性混合物（Ａ／Ｂ）を
含む熱硬化性コーティング材料を、未塗布または事前塗布基材に塗布して前記コーティン
グ材料の層を得ることと、
（ＩＩ）前記コーティング材料の層を単独で、またはその下にある（別のコーティング材
料で構成される）少なくとも１つの層と一緒に硬化させてコーティングを得ることと、
（ＩＩＩ）前記コーティングと前記接着層を介して前記基材が前記シートに接合される、
前記コーティングの領域に接着剤を施して接着剤の層を得ることと、
（ＩＶ）前記接着剤の層を前記シートに接合し、前記接合部を硬化させて前記接着層を得
ることと
を含む、請求項９に記載の積層物の製造方法。
【請求項１１】
　請求項１または６から８までのいずれか１項に記載の硬化性混合物（Ａ／Ｂ）および少
なくとも１種の熱硬化性ポリエステル（Ｃ）を含む、熱硬化性混合物。
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